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本日お話しする内容 
• ベルギー国内同時選挙 

–ベルギー政治の基礎知識 

–今回の選挙の注目点 

–投票結果 

–連立の可能性と影響 

• 欧州議会選挙 

–欧州議会の概要 

–今回の選挙の注目点 

–投票結果 

–欧州議会選の影響 
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ベルギーの国内同時選挙 
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ベルギー政治の基礎知識 
• ベルギーの連邦制度 

–国内に6つの政府と7つの議会が存在 

連 

邦 

地 

域 

共
同
体 

外交、国防、財政、社
会保障などを管轄 

雇用、経済、環境、通
商などを管轄 

文化、教育などを管轄
（「人」に関わる分野） 

管 轄 

連邦政府 

ブリュッセル首都圏地域政府 

ワロン地域政府 

フランス語共同体政府 

ドイツ語共同体政府 

フランダース政府 

（フランダース地域とフラマン
語共同体政府を統合） 

行政機関 立法機関 

連邦議会上院 

ブリュッセル首都圏地域議会 

ワロン地域議会 

フランス語共同体議会 

ドイツ語共同体議会 

フランダース議会 

（フランダース地域とフラマン
語共同体議会を統合） 

連邦議会下院 
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ベルギー政治の基礎知識 
• ベルギーの連邦制度 

–政府の管轄地域が重複 

連邦政府 ブリュッセル首都圏地域政府 ワロン地域政府 

フランス語共同体政府 ドイツ語共同体政府 フランダース政府 

※ブリュッセル
首都圏地域で
は教育、文化
など、共同体の
担当分野のみ
を管轄 
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直接選挙 間接選挙 

ベルギー政治の基礎知識 
• ベルギーの選挙制度：直接選挙は5議会 

• 有権者は基本的に居住地域の言語の政党に投票 

• 議員の任期は5年 

連邦議会上院（非常設） 
定員60名（ブリュッセル首都圏地域の仏語系議
員2名、ワロン地域議員8名、フランダース議員
29名、フランス語共同体議員10名、ドイツ語共
同体議員1名、選挙の結果に基づいて選出され
る議員10名） 

ブリュッセル首都圏地域議会 
定員89名（仏72名・蘭17名） 

ワロン地域議会 
定員75名（独語を含む） 

フランス語共同体議会 
定員94名（ワロン地域全議員75名（独語議員は

仏語補欠議員が代替）、ブリュッセル首都圏地
域の仏語議員19名） ドイツ語共同体議会 

定員25名 

フランダース議会 
定員124名（ブリュッセル選出の6名はフラン
ダース「地域」の法令の採択には不参加） 

連邦議会下院 
定員150名（仏62名・蘭88名） 
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候補者1 

候補者2 
候補者3 

候補者4 

・・・ ・・・ 

候補者4 

候補者3 
候補者2 

候補者1 候補者1 

候補者2 
候補者3 

候補者4 

・・・ 

ベルギー政治の基礎知識 
• ベルギーの選挙制度：選挙は比例代表制 

• 有権者は約800万人、一部で電子投票を導入 

• 投票は義務、違反者には最高150ユーロの罰金 

候補者1 

○ ○ 党 × × 党 ○ ○ 党 ○ ○ 党 

党に1票を投票 
（党が作成した候補者リストを承認） 

党に1票を投票。議席を候補者に割り当
てる際に特定の候補者を優先 

候補者2 
候補者3 

候補者4 

・・・ 
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現
状
で
は
会
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を
形
成

し
て
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な
い
政
党 

ベルギー政治の基礎知識 
• ベルギーの主要政党 

–仏・蘭語の政党が会派（famille politique）を結成 

左派 
（社会民主主義、弱者保護） 

右派 
（リベラル、ビジネスフレンドリー） 

地域独立・排外的 

リベラル会派 
MR（仏） 

OpenVLD（蘭） 

中道会派 
cdH（仏） 

CD&V（蘭） 

緑の党会派 
Ecolo（仏） 

Groen（蘭） 

社会民主会派 
PS（仏） 

sp.a（蘭） 

FDF（仏） 

N.V-A（蘭） 

ブラームス・ブラング（VB：蘭） 

LDD（蘭） 
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今回の選挙の注目点 
• 背景 

– 仏語と蘭語話者の対立 

– 南北の経済格差 
• 20世紀前半までは南部のワロン地域の石炭・鉄鋼産業が経済を
けん引。 
– ワロン地域では、資本家が支持するリベラルの右派、労働者・組合が
支持する社会民主主義の左派政党が成長。現在のMRとPSにつながる。 

• 20世紀後半、北部のフランダース地域の物流・重化学工業が成
長。ワロン地域の産業は衰退。 
– 労働力がワロン地域よりも安く、相対的に労働組合が弱かったフラン
ダース地域で投資が進んだ。同地域ではキリスト教政党の流れをくむ
中道派（CD&V）とリベラル派（Open VLD）、N.V-Aが強い。 

– 2013年のワロン地域の住民一人当たりのGDPはユーロ圏平均の80％、
一方フランダースは110％以上。失業率はワロン地域11.1％、フラン
ダース地域4.9％（ワロン企業連盟（UWE）報告書による）。 
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今回の選挙の注目点（1） 
• 社会保障を中心とする経済・財政政策全般の見直し 

– 「栄光の30年（Trente Glorieuse）」モデルの崩壊 
• 1950～80年：戦後の特需 

– 建設業、石炭、鉄鋼、重化学工業などが経済成長をけん引。労働者と
雇用者、国の3者が費用を分担する社会保障（医療、年金、失業保険
…）モデルが成立。 

• 1980年以降：オイルショック、グローバル化、高齢化 
– 経済成長が鈍化、雇用が伸び悩むとともに、年金受給者も増加。社会
保障における国の負担分が増加。それに伴い、労働者や雇用者の負
担も増加。 

– 問題となっている制度の例 
– 80年代から雇用創出のため、早期退職を促進。年金受給者が増加。 

– 失業保険が無期限で受給できる。 

– 「失業の罠」：失業中は家族手当の割増、公共料金の割引などを受けら
れるため、安い賃金で働くよりも、失業状態が得なケースも。 
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今回の選挙の注目点（1） 
–主な争点 

• 企業の競争力の強化 
– 近隣３ヵ国（仏独蘭）と比較して給与コストが高い。社会保障の雇用
主負担分の軽減、インデクゼーションの一時凍結、企業組合制度
の導入、早期退職制度の見直しなどが俎上に。 

– エネルギー価格の抑制。再生可能エネルギーの導入に伴う電力料
金の上昇の抑制。 

• 税制の見直し 
– ベルギーで個人の給与から差し引かれる税・社会保障費はEUでも
トップレベル。所得税率の引き下げ、財産税の導入が議論に。 

– 法人所得税（国税以外も含む）の名目税率（34％）はOECD加盟国
中第４位。実効税率は大手20社（BEL20）で26.7％（2013年）だが、
減税、免税など制度が複雑。法人税率の引き下げ、みなし利息控
除の見直しなど。 

• 雇用政策の見直し 
– 失業保険の給付期間の限定や教育改革など。 
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今回の選挙の注目点（1） 
–主要政党のポジション（一部） 

• 実際の政策プログラムは連立交渉時に具体化 
政策トピック 賛成 反対 

社会保障の雇用者負担の軽減 

インデクゼーションの一時凍結 

企業組合制度の導入 

早期退職制度の見直し 

法人税率の引き下げ 

みなし利息控除の見直し 

失業保険の給付期間の限定 

連合国家への移行（confédéralisme） 

MR Open VLD N.V-A 

CD&V N.V-A 

Open VLD N.V-A 

MR N.V-A 

cdH MR 

N.V-A 

MR Open VLD N.V-A 

cdH 

PS 

Open VLD 

PS cdH 

N.V-A Open VLD MR 
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今回の選挙の注目点（2） 
• N.V-Aの議席がどれだけ拡大するか 

– フランダース地域の独立を党是に掲げる 
• 従来の独立派政党、ブラームス・ブラング（VB）の票田を吸収 

– 中道派、リベラル派の支持層を吸収 
• フランダース企業連盟（VOKA）の要望を政策に反映、中道（CD&V)、
リベラル（Open VLD）の支持基盤の中間所得層や企業経営者層に
食い込む。連立に参加していた両党は政策面での妥協を強いられ
ていた上、経済危機の対応に追われていた。 

• 今回の投票前の調査では、フランダース地域の企業家と医師の約
半数がN.V-Aを支持。 

– 「1つの国、2つの民主主義」 
• 「ワロン地域の社会保障をフランダース地域の財源で賄っているの
に、雇用政策などに口を出せないのはおかしい」。ワロン地域の社
会民主主義派PSを批判の矛先に。 

– 2010年総選挙後の「541日の政治的空白」が再び? 
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今回の選挙の注目点（2） 
– N.V-Aを中心とするフランダース政党の得票率の変化 
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1999 2003 2004 2007 2009 2010 2014

CD&V

Open VLD

ブラームス・ブラング

N.V-A
中道派CD&VとN.V-Aが選挙協力 

N.V-Aが支持層を吸収 

N.V-Aが中道、リベラル
の支持層を吸収 
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PS 24

sp.a 13

N.V-A 33
MR 19

Open VLD 14
cdH 9

CD&V 18

Ecolo 6
Groen 6

VB 3

FDF 2

その他 3

37

33
33

27

12

社会民主主義

中道

リベラル

緑の党

N.V-A

改選後

（定数150）

5月25日の投票結果 
• フランダース地域の独立を掲げるN.V-Aが躍進 

• 連邦下院議会で第1党、第2会派に並ぶ規模に。しかし、議
会で過半数を獲得するには連立が必須。 

• フランダース地域独立派で右派のブラームス・ブラング（VB）
やLDDが縮小。 

• 連邦下院で連立する社会民主主義、中道、リベラル会派の
各党にはMRが4議席を獲得した他は、大きな変化なし。 

連立与党
93議席 
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PS 26

sp.a 13

MR 15
Open VLD 13

cdH 9

CD&V 17

Ecolo 8
Groen 5 VB 12

FDF 3
LDD 1
その他 1

39

28
26

27

13

150

社会民主主義

中道
リベラル

緑の党

N.V-A

改選前

（定数150）



5月25日の投票結果 
• 国王はN.V-A党首を「組閣情報提供者」に任命 

• 「組閣情報提供者（informateur）」は他党の党首と交渉し、連立内
閣の可能性を見極めるのが任務。 

• 順調に組閣の見通しが立てば、国王が「組閣人（formateur）」を
任命、本格的な組閣作業に入る。 

• 組閣に関する見通しを6月17日に報告する予定。 

– 連邦政府と地域政府での連立をめぐる駆け引きが相互に
影響 

• 「連邦政府と地域政府で、同じ連立内閣が政権を握ったほうが良
い」とする有力政治家の存在。 

• 連邦、地域政府の首相や大臣のポストを見返りに連立を組む。 

– 地域政府の組閣作業が連邦政府よりも先行。 
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5月25日の投票結果 
–ワロン地域ではMRがPSに肉薄するも、PSがcdHと連立
で合意（6月5日）。Ecoloが大幅に議席を減らす。 

 

連立与党
66議席 

– フランダース地域でもN.V-Aが躍進。第2党、CD&V（現首
相の出身党）と連立で合意（6月6日）。VB、LDDは後退。 

連立与党
56議席 

CD&V 31

sp.a 19

N-V.A 16

Open VLD 21

VB 21

LDD 8
Groen 7

その他 1

改選前

（定数124）

PS 29

Ecolo 14

cdH 13

MR 19
改選前

（定数75）

PS 30

cdH 13
MR 25

Ecolo 4

その他 3
改選後

（定数75）

連立で合意
43議席 
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連立で合意 
70議席 

N-V.A 43

CD&V 27
Open VLD 19

sp.a 18

Groen 10
VB 6

その他 1

改選後

（定数124）



sp.a 4

PS 21

Ecolo 16

Groen 2

cdH 11

CD&V 3

Open VLD 4

MR 13
FDF 11

N.V-A 1

その他 3

25

18
14

17

改選前

（定員89議席）

社会民主主義

リベラル

中道
緑の党

5月25日の投票結果 
– ブリュッセル首都圏地域ではリベラル会派が議席を伸ばし
た。仏語系ではPSとcdH、FDFが連立で合意（6月5日）。 

– 一方、蘭語系では第１党のOpen VLDがCD&Vとsp.aとの連
立を模索していた。Open VLDとCD&Vは従来FDFと折り合
いが悪いが、CD&VはFDFとの連立で妥協。 

連立与党
57議席 

PS 21

sp.a 3
cdH 9

CD&V 2

FDF
12

Open VLD 5

MR 18

Ecolo 8

Groen 3
N.V-A 3

その他 5

24

11 23

11

改選後

（定員89議席）

社会民主主義

リベラル中道

緑の党

連立？ 
52議席 
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連立の可能性と影響 
– 連邦政府の仏語と蘭語系の第1党、PSとN.V-Aは政策が対
極にあり、犬猿の仲。これまでの経緯を考慮すると、連立
は非常に困難。 

– 連邦議会は当面、独立派のN.V-Aと中道会派、リベラル会
派が組閣作業の中心になる見込み。しかし、数字の上で
N.V-A抜きの組閣も可能。 

– ワロン地域、ブリュッセル首都圏地域では第1党の社会民
主会派PS（現首相の出身党）が中道派cdH、リベラル派の
FDFと連立で合意。 

– フランダース政府ではN.V-Aは中道派CD&Vと連立の継続
で合意。社会民主会派sp.aは連立離脱。 

– 中道派がベルギーの南北で左右に分裂したが、連邦下院
ではcdHが引き続きN.V-Aと交渉中（6月10日時点）。 
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連立の可能性と影響 
• ワロン地域 

– PSとcdHはともに現政権の連立党の一部。内閣のメン
バーに大きな変化はない見込み。 

–政策も現状からは大きく変わらない見通し。ただし、緑
の党系のEcoloが連立から外れたことで、再生可能エ
ネルギー政策が見直される可能性も。 

–組閣には数週間かかる見通し。 

–首相：ルディ・ドモット現首相が続投、あるいは、ジャ
ン・クロード・マルクール現経済相が首相に? 
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連立の可能性と影響 
• ブリュッセル首都圏地域 

–緑の党系のEcoloが連立から外れ、経済政策でリベラ
ル派と親和性の高いFDFが連立に参加する。 

–オランダ語系の政党が、FDFとの連立に妥協できるか
が第一関門。突破できなければ組閣の長期化も。 

–首相：ルディ・ベルボールド現首相が続投か。どの閣
僚ポストにFDFが入ってくるか注目。 

–オランダ語系の政党がFDFとの連立を承諾する交換
条件として、通商相など重要ポストを要求する可能性
も。その場合、リベラル派Open VLDが就任する可能性。 
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連立の可能性と影響 
• フランダース地域 

– N.V-AがCD&Vと連立で合意。社会民主派のsp.aは連立か
ら離脱。 

– CD&Vが連立への協力を見返りに重要ポストを要求する可
能性。 
• 首相：クリス・ペータース現首相が続投、もしくはN.V-Aリースベッ
ト・ホーマンス現アントワープ社会支援センター長（CPAS、「レス
コー川のサッチャー」）が首相就任か? 

• ホーマンス氏が首相に就任するのであれば、ペータース現首相
は連邦政府へ? 

• 社会民主派のsp.aが離脱したことにより、産業政策でリベラル色
が強まるか? 

– リベラル派Open VLDは連邦政府での組閣協力に難色。 
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連立の可能性と影響 
• 連邦政府 

– N.V-Aがリベラル派、中道派と連立に成功する場合 
• 中道派が連立への協力を見返りに重要ポストを要求する可
能性。クリス・ペータース現フランダース首相が就任? 

• 企業にやさしい政策が実現する可能性。 

– N.V-Aが組閣を断念する場合 
• 第2期ディ・ルポ政権誕生? 蘭語系政党の反対は必至。 

• 実現すれば政策はほぼ現状維持の見込み。 

• 各党の支持層が納得するまでに時間が必要。再び長期の
政治的空白が生じる可能性。 

– 「宿敵」PSとN.V-Aの連立：ベルギー分裂の第1歩? 

–組閣は早くて9月? 
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連立の可能性と影響 
• そもそもN.V-Aはそんなに怖いのか? 

–地域独立派政党としての結成された経緯。 

–ワロン地域に対する暴言。 
• 「経済の『ワロン化』を防がなければならない」 

–政権党として本当に信頼できるのか? 票を取り込むた
めだけに経済政策を前面に押し出しているのでは? 

–ただし、とある連邦財務省の職員によれば… 
• 「N.V-Aはビジネスフレンドリー」 
→社会民主主義派政権の方が企業にとって不利な政策が
行われる可能性が高い。 

– N.V-Aが連邦政府で政権を担当しないままでいるのは、
長期的に見ればベルギーにとってマイナスでは? 
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欧州議会選挙 
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欧州議会選挙の概要 
• 欧州議会 

– EUの立法機関。 

– 5年に1度改選、 今回は5月22日～25日に実施。 

–定数は751議席。改選前は2012年7月にクロアチアが
加盟したため暫定的に766議席だった。 

–各加盟国に議席が割り振られており、有権者は自国
の候補者に投票する。 

–加盟国の政党は欧州議会内で会派を形成する。会派
結成の条件は7カ国以上の政党から25名以上の議員
が参加すること。 
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欧州議会選挙の概要 
• 欧州議会の会派 
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略称 日本語の呼称 

GUE/NGL 欧州統一左派グループ・北方緑の左派 

S&D 社会・民主主義進歩連盟グループ 

Greens/EFA 緑のグループ・欧州自由連盟会派 

ALDE 欧州自由民主同盟 

EPP 欧州人民党・民主主義グループ 

ECR 欧州保守改革グループ 

EFD 自由と民主主義の欧州 

NI 無所属 

その他（初当選など） 

左
派 

右
派 



今回の選挙の注目点 
• 欧州委員会の委員長の選出 

–欧州議会選挙の結果を踏まえて、欧州理事会が次期
の欧州委員長の候補者を選出。 

– EPP、S&D、ALDE、Greens/EFA、GUE/NGLは新委員長
候補を擁立して選挙戦を展開。 

• EU懐疑派の動向 

–通貨危機、緊縮財政に対する不満、反移民感情の高
まり。 
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EFD（自由と民主主義の欧州）

NI（無所属）

GUE/NGL（欧州統一左派グループ・北方緑の左派）

Greens/EFA（緑のグループ・欧州自由連盟会派）

ECR（欧州保守改革グループ）

その他（初当選など）

ALDE（欧州自由民主同盟）

S&D（社会・民主主義進歩連盟グループ）

EPP（欧州人民党・民主主義グループ）

改選後* 改選前

投票結果 
–主要政党が議席を失う。EU懐疑派が微増。 

–開票後から会派の再編が加速 
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5月27日から8議席増 

5月27日から1議席減 

5月27日から5議席減 

5月27日から9議席増 
Greens/EFAを抜いて第4会派に 

5月27日から3議席増 

*：2014年6月5日更新データ 

5月27日から6議席減 



GUE/NGL 35

S&D 196

Greens/EFA 57

ALDE 83

EPP 274

ECR 57

EFD 31
NI 33

改選前

（定数766）

投票結果 
–主要政党（EPP、ALDE、Greens/EFA、S&D）が議会の大
多数を占めていることには変わりない。 
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GUE/NGL 45

S&D 190

Greens/EFA 52

ALDE 59

EPP 221

ECR 55

EFD 32

NI 41改選後

（定数751）

その他（初当選など） 56– EU懐疑派 
• 国民戦線（仏第1党、右派）、英国独立党（英国第1党）、急進左派連合（ギリシ
ア第1党、左派）、その他、デンマーク、オーストリアで右派が躍進、ドイツでも
右派政党が議席を獲得 

• フランス、オランダ、イタリア、オーストリア、ベルギーのEU懐疑派は「欧州自由
同盟（European Alliance for Freedom）」の結成で合意。 6月16日の週に会派設
立の会見を行う予定。 
 
 



欧州議会選の影響 
– 5月27日： 理事会の非公式夕食会合 

– 6月中?： 欧州理事会が欧州委員長候補を決定
   （特定多数決）  

– 7月1日～： 改選後初の欧州議会 

– 7月中?： 新欧州委員長の候補を欧州議会で承認 
     新欧州委員長と欧州理事会が新欧州委
   員の候補を提案 

– 8～9月?： 欧州議会各委員会で欧州委員候補のヒ
   アリング 

– 10～11月：  欧州議会が新欧州委員を承認 

– 10月31日： 現欧州委員会の任期終了  
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欧州議会選の影響 
• 誰が欧州委員会委員長になるのか? 

–順当に行けば、ユンケル前ルクセンブルク首相が委
員長に。 

–同氏は投票前に以下の5点を重点分野に掲げていた 

• デジタル市場統合 

• エネルギー政策：「欧州エネルギー連盟」の創出。 

• 通商政策：合理的かつバランスのとれた米国との通商協定
（TTIP）。「安全、健康、消費者保護などの水準を引き下げる
ことはしない」。 

• 経済通貨同盟（EMU）における欧州委員会の役割の強化 

• 英国のEU加盟条件の再交渉 
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欧州議会選の影響 
– 5月27日の非公式夕食会合では今後数年の主要な方
向性について合意 

• 金融危機後の未来志向型の成長と競争力、雇用に向けた
アジェンダ（検討課題） 

• EUの統一性を維持、経済通貨同盟（EMU）の改善と発展 

• 温暖化対策、エネルギー同盟の推進、エネルギー依存度の
軽減 

• これまでの成果を基に、自由・安全・司法分野を強化 

• 治安の改善、不法移民・犯罪・汚職対策の推進と、自由の
維持・発展。 

• EUの対外活動の継続、強化 

–詳細に関しては引き続き検討を続ける 
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欧州議会選の影響 
–非公式夕食会合では候補を一本化できず。 

• 6月12日からファンロンパウ欧州理事会常任議長が議会の
各会派の代表者と会談を開始。 

• メルケル独首相はユンケル前首相への支持を表明。キャメ
ロン英首相がユンケル前首相に猛反対。 

–一部でクリスティーヌ・ラガルド国際通貨基金（IMF）専
務理事の欧州委員長就任を望む声 

• 報道によると、メルケル首相が非公式にオランド仏大統領
に可能性を打診した。 

• メルケル首相の周辺は報道内容を否定。 

• ラガルド専務理事本人も「私は欧州委員長候補ではない」と
発言。 
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欧州議会選の影響 
• 加盟国政府（理事会）の思惑は? 

–加盟国の国内事情 
• 英国の反ユンケルの理由は「指導力不足」。ハンガリー、ス
ウェーデン、オランダ、イタリアもユンケル前首相に慎重。 

• むしろ、英国などもともとEU統合に対して慎重なスタンスを
とっている加盟国は、EU統合をさらに推進するような「強い
欧州委員会委員長」は望んでいないのではないか? 

• 特に、EU懐疑派が躍進した国では、「強い欧州委員会委員
長」を認めてしまうと、国内での支持が危うくなる。 

–欧州委員会のポストをめぐるかけひき 
• 欧州委員は各加盟国に１つずつポストが割り当てられる。
新委員長候補の承認と重要ポストの割り当てで、駆け引き
が行われているのでは? 
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欧州議会選の影響 
• 主要な現欧州委員の進退に関する報道 

出身国 現欧州委員（担当） 次期欧州委員候補 

ベルギー 

イタリア 

スペイン 

フランス 

ドイツ 

オランダ 

フィンランド 

ポーランド 

ドゥ・ギュヒト委員（通商）* 

タヤーニ委員（産業・企業）* 

アルムニア委員（競争政策） 

バルニエ委員（域内市場・サービス） 

エッティンガー委員（エネルギー） 

クルス委員（デジタルアジェンダ） 

レーン委員（経済・通貨担当）* 

レバンドフスキ委員（財政計画・予算）* 

Thyssens欧州議員 

レッタ前首相 

Canete欧州議員 

モスコビシ前経済財務相 

シュルツ前欧州議会議長 

Timmermans外相 
Dijsselbloemユーログループ議長 

カタイネン首相 

シコルスキ―外相 
（EU外相/エネルギー担当?） 
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ルーマニア チュロス委員（農業担当） （留任の見込み） 

*：欧州議会議員に転身する見込み 


